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RELATION BETWEEN CHANGE OF UTILIZATION IN SPACE
AND PLANNING CONCEPT ON MAKOMANAI ELEMENTARY SCHOOL:

A historical study of utilization on public elementary schools
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This study aims to consider relation between change of utilization in space and planning concept through the document research and 

interviews about Makomanai Elementary School in the 47 years history. In the situation of declining birthrate and aging population today, it 

is started to discuss closing and integration of four public elementary schools in Makomanai area. Makomanai Elementary School has open 

space which is used for work space, playroom and gymnasium. As a result of analysis on the history of utilization, the following has become 

clear; The Open space could be reviewed as a pioneering work. For a long time, the open space has been used for many children, teachers 

and other people in diverse ways.
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名称：真駒内小学校

設計：東京大学 吉武研究室

　　　共同建築設計事務所

　　　( 大場則夫 )

　　　( 鈴木貴美子 )

　　　( 長谷川吉信 )

　　　( 船越徹 )

管理：北海道真駒内開発事務所

　　　( 柴田実 )

施工：岩田建設　

竣工：1963 年 ( 第 3 期工事完了 )

開校：1961 年

総面積：5,110 ㎡

校地面積： 26,186 ㎡

所在：札幌市南区真駒内地域

1970 年代 ( 開校初期 )

2008 年 ( 現状 )
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施設区分

教
育
的
・
生
活
的

　

ス
ペ
ー
ス

普通教室
特別教室
大教室
トイレ
屋内体育館
プレールーム

管理部

通
路
部
分

廊下
階段
昇降口

計

室数 面積 ( ㎡ ) 施設内容

24
  5
  1
 
  1
  1

1752.40
  639.50
  270.00
  198.72
  540.00
  300.00
 
  
 

職員・校長・事務・保健
宿直・用務・給食・放送

割合 (％)

35.16
12.83
  5.41
  3.99
10.84
  6.02
  
  

100.00

9  259.55 5.21

  9.12
  5.41
  6.01

  454.68
  270.00
  299.50

4,984.35

理科・図工・音楽・家庭
および図書・視聴覚教室

建築情報社　北国の住まい編集室　「北海道の学校建築」1962.1　(P58  表 1  吉武案の施設区分面積 ) より作成

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

2階平面図     　1/2,0001階平面図
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玄関 �

体育館

大教室

家庭科室 図工室

玄関

▼

低学年ブロック 
： 低学年ユニット(8教室) 
   プレールーム 

高学年ブロック
： 高学年ユニット(16教室)
   体育館・大教室

▼

理科室 音楽室

低学年ユニット 高学年ユニット

・階段室を介したアプローチで、
  段差のないワークスペースを附属
・階段の踊り場にトイレを配置
 （バッテリータイプで、採光、通風を確保）

W.C

�WSWS

教室教室

WS:ワークスペース
　   (水飲み場)
W.C:トイレ

・ 手前の教室を通り抜けて
　奥の教室に行くプラン
・ 一段高いワークスペース(水飲み場)
  を附属させ、 2教室の間にトイレを配置
 （トイレは男女兼用であり、  トイレの前には
　　　　　　上着をかけるスペースがある）

W.C WSWS

教室教室

低学年ユニット

2FW.C
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教室 教室
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真駒内南小学校
真駒内曙小学校
真駒内緑小学校

児童数(人)

4,483名 (真駒内地区4校合計)

　　　　1,401名
(真駒内地区4校合計)

371名

(年度)

①校舎建設期
  1961～1964

②児童数急増期
  1965～1972

③児童数安定期
  1973～1982

④児童数減少期
  1983～2008

真駒内小学校

20
08

（澄川南小学校）

��������������

1961○ 371 8 4 4 第１期工事完工（282坪）  
－ 1962  504 12 4 8 第２期工事完工（312坪）
－ 1963 680 16 7 9 第３、４期工事完工（528坪)(347坪）

1964 977 23 9 14 落成記念式挙行

16

特別支援学級開級式

15

－ 1965 1,328 30 13 17
1966 1,733 34 14 20 大教室、プレールームを区切り3教室増築

1,362 29 12 17 真駒内南小開校　501名移籍
－ 1967 1,452 32 13 19
－ 1968 1,650 36 15 21 プレハブ3教室増築

965 26 10 16 真駒内曙小開校　615名移籍
－ 1969 943 26 10 16 児童数減により家庭科室、図工室復活
－ 1970 953 25 9 16
○ 1971 976 24 9 15
○ 1972 1,019 25 9
－ 1973 735 20 7 13 真駒内緑小開校337名移籍 プレハブ撤去
－ 1974 804 21 8 13
－ 1975 885 22 8 14
－ 1976 896 23 8 15
－ 1977 886 22 8 14
－ 1978 934 24 9 15
○ 1979 951 25 9 16
○ 1980 920 24 8 16 体育館ステージ完成
○ 1981 946 24 9 15 家庭科室を特別支援学級の教室に転用
○ 1982 979 25 10 15

－ 

－ 

○ 1983 504 15 5 10 特別教室工事 澄川南小開校 372名移籍
○ 1984 483 13 5 8 プレハブ撤去 特別支援学級工事完了
○ 1985 483 13 5 8 研修室新設工事
○ 1986 451 12 4 8 南区P連設置  ステージ改修
○ 1987 444 13 5 8 1－1教室の改修工事
○ 1988 435 13 5 8
○ 1989 461 14 5 9
○ 1990 470 15 6 9 体育館、大教室工事（床、器具庫）
○ 1991 462 6 9 職員室にパーテーション取り付け工事
－ 1992 490 16 6 10
○ 1993 447 13 4 9
○ 1994 402 12 4 8 大教室に水飲み場設置 魚の学校水槽設置
○ 1995 350 12 4 8
○ 1996 322 12 4 8 洋式トイレ一部設置
○ 1997 317 12 4 8
○ 1998 285 11 4 7
○ 1999 272 11 4 7 ランチルーム完成　交流給食開始
○ 2000 264 11 4 7
○ 2001 285 12 4 8
○ 2002  295 12 4 8
○ 2003 290 12 4 8 特別支援学級シャワー室新設　温室改修
○ 2004 284 12 4 8
○ 2005 288 11 3 8 多目的トイレ増設使用開始
○ 2006 290 11 3 8 高学年、職員トイレ洋式化工事
○
○
2007
2008

267 10 2 8
242 9 2 7

①
校
舎
建
設
期

③
児
童
数
安
定
期

②
児
童
数
急
増
期

④
児
童
数
減
少
期

   年度  児童数  全クラス 低クラス 高クラス　                         主な出来事平面図
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特記事項

養護教諭

特支学級

特支学級

年度（勤務）性
T1   1966～1969 女
T2   1968～1975 男
T3   1974～1979 男
T4   1974～1980 男
 2003～2005  

T5   1976～1980 男
T6   1978～1982 男
T7   1979～1983 男
T8   1980～1986 男
T9   1980～1985 女
T10 1981～1982 女

T11 1988～1993 男
特記事項年度（勤務）性

T12 1992～1996 男
T13 1993～1996 男
 T14 1994～2002 女
T15 1995～1998 男
T16 1995～2004 男
T17 1997～2002 男
T18 2000～2002 男
T19 2003～2006 女
T20 2006～2007 男

書面回答

書面回答

特記事項年度（在学）性
G1   1963～1968 男
G2   1964～1968 男
G3   1966～1967 女
G4   1967～1972 女
G5   1973～1978 男
G6   1981～1984 女
G7   1991～1996 男
G8   1991～1996 男
G9   1992～1997 男
G10 1993～1997 女
G11 1995～1997 男

T:真駒内小学校 教職員 G：真駒内小学校 卒業生
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特記事項

養護教諭

特支学級

特支学級

年度（勤務）性
T1   1966～1969 女
T2   1968～1975 男
T3   1974～1979 男
T4   1974～1980 男
 2003～2005  

T5   1976～1980 男
T6   1978～1982 男
T7   1979～1983 男
T8   1980～1986 男
T9   1980～1985 女
T10 1981～1982 女

T11 1988～1993 男
特記事項年度（勤務）性

T12 1992～1996 男
T13 1993～1996 男
 T14 1994～2002 女
T15 1995～1998 男
T16 1995～2004 男
T17 1997～2002 男
T18 2000～2002 男
T19 2003～2006 女
T20 2006～2007 男

書面回答

書面回答

特記事項年度（在学）性
G1   1963～1968 男
G2   1964～1968 男
G3   1966～1967 女
G4   1967～1972 女
G5   1973～1978 男
G6   1981～1984 女
G7   1991～1996 男
G8   1991～1996 男
G9   1992～1997 男
G10 1993～1997 女
G11 1995～1997 男

T:真駒内小学校 教職員 G：真駒内小学校 卒業生
� ���������������������������������

：  高学年の生活圏：  低学年の生活圏

1991年

3

大教室

体育館

1 1

1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

3

44

6 655

22

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室 図書室

特別支援学級

図工室家庭科室

3

1984年

1F

2F

1F

2F

6

2

大教室

体育館

1 1

1

2

1F

2F

1F

2F

3 344

655

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室 図書室

特別支援学級

図工室家庭科室

1979年

2

1 12

6

大教室

体育館

1 1

2 2

2

4 44 4
1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

3 333

5 555

666

プール用更衣室

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室 図書室

特別支援学級

1982年

1 11

6

大教室

体育館

1 1

2 2

2

4 44 4
1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

3 333

5 522

66

プール用更衣室

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室音楽室

職員室 図書室

特別支援学級

1961年

1 1

2 2

4 3 5 6

プ
レ
ー
ル
ー
ム

職員室

1962年

1 1

2 2

3 3 4 4

5 5 6 6

大教室

プ
レ
ー
ル
ー
ム

職員室

1964年　

1 1

2 1 2 2

5 2 65 5

4 44 4 3 33 3

6 6

大教室

体育館

1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

1 1
プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室

家庭科室図工室

図書室

1968年 前半

4 334

22

1

1

1

大教室

体育館

1 1

1 1

1 2 2

2

4 44 4
1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

3 333

5 555 666 6

22

5

1963年

1F

2F

1F

2F

1 1

1 1

2 2 2

大教室

体育館

6 65 54 4

3 33

1F

2F

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室

1971年

1

大教室

体育館

1 1

1 1

2 2 2

2

4 44 4
1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

3 333

5 555 66 6

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室

家庭科室図工室

図書室

4 44 4

理科室 音楽室

職員室 図書室

特別支援学級家庭科室

1980年

計画コンセプトに合致

1 12

6

大教室

体育館

1 1

2 2

2

1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

3 333

5 555

666

プール用更衣室

プ
レ
ー
ル
ー
ム

計
画
コ
ン
セ
プ
ト
に
不
一
致（
低
学
年
と
高
学
年
の
生
活
圏
が
重
な
る
）

計
画
コ
ン
セ
プ
ト
に
一
致（
低
学
年
と
高
学
年
の
生
活
圏
が
分
か
れ
る
）

校舎建設途中

校舎建設途中

1971年,1972年
1968年 後半,1969年,1970年1963年

1964年 1965年,1966年 前半,1966年 後半
1967年,1968年 前半

1979年 1978年,1981年,1982年

1983年,1990年,1991年, 1992年,1993年,1994年
1995年,1996年,1997年, 1998年,1999年,2000年
2001年,2002年,2003年, 2004年,2005年,2006年
2007年

2008年1961年,1962年

低学年のクラス数
が教室よりも多い
ため、南側に増築
したプレハブ教室
を使用する

低学年、高学年の
クラス数が、低学
年ユニット、高学
年ユニットの数を
上回らないため、
計画コンセプトで
想定された通りに
使用する

児童数が減少し、
空き教室が目立
つが、計画コンセ
プト通りに１、２
年生は低学年ユ
ニット、３～６年
生は高学年ユニ
ットを使用する

児童数の急増で、
低学年ユニット
が足りなくなり、
低学年の児童が
高学年ユニット
を使用する

児童数の急増で、
低学年ユニットが
足りなくなり、
低学年の児童が
特別教室を使用する

児童数の急増で、
教室が足りなくなり、
特別教室、図書室、
職員室、プレハブ教室、
間仕切り教室等を使用する

2008年

大教室

体育館

1

3

1F

2F

1F

2F

1F

2F

1F

2F

44

6 655

2

プ
レ
ー
ル
ー
ム

理科室 音楽室

職員室 図書室

特別支援学級

図工室家庭科室

児童数が減少し、
高学年ユニットを
他の用途に改修
したため、３年生
が低学年ユニットを
使用するようになる

校長,放送,会議,研修室

校長,放送,会議,研修室 校長,放送,会議,研修室

会議,多目的室

PC室児童会室

児童数がさらに減少し、
安全面への配慮から、
低学年ブロックと
５．６年生と特別支援学級
棟の二つにまとめる
４年生も低学年ユニット
を使用するようになる

1976年,1977年,1980年
1973年,1974年,1975年

1987年,1988年,1989年
1984年,1985年,1986年

プレハブ教室

プレハブ教室

5

5

B 

　
　低
学
年
が
高
学
年
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用

C 

　
　高
学
年
が
低
学
年
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用

A 

　
　計
画
コ
ン
セ
プ
ト
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C
A

C

B

B

B
B

A

計画コンセプトに一致 計画コンセプトに不一致 Ａ：計画コンセプトに合致　Ｂ：低学年が高学年ブロックを使用　Ｃ：高学年が低学年ブロックを使用

C

・

学習指導要領の改訂に対応し
て大教室の使い方も工夫され
ていた。グループ学習で使わ
れていた。T8(1980～86)

大教室を１・プレールームを２教室に間仕切り
高学年玄関の半分を職員室に間仕切り

低学年用プレハブ３教室・附属廊下 ,82 坪増築
大教室を間仕切り職員室

低学年プレハブ 3教室 ,75 坪撤去

体育館ステージ ( 固定 ) 完成

体育館床フローリング修理、図書館の床カーペット敷
家庭科準備室改修し、特別支援教室に転用

特別支援学級前トイレ洋式化工事
特別教室（理科・図工・家庭）新設工事
プレハブ （プール更衣室・トイレ・廊下）撤去
校長室・放送室新設工事、特別支援学級全面改修工事、
職員室拡張工事、旧放送室内部改装（書庫及び用紙庫）

高学年、職員トイレ洋式化工事

大教室・プレールーム・玄関の間仕切り使用を復元
プレハブ玄関・トイレ増築

給食室・休憩室（低学年玄関横）増築工事

給食物資庫を取り壊し、シャワー室工事

研修室新設工事

体育館ステージ改修、低学年棟の屋根改修工事

管理棟・高学年棟の屋根改修工事

大教室の Pタイルをフローリングに改修
体育館の Pタイル（柱の外側）をフローリングに改修
更衣室、器具庫、高学年男子トイレの増築
職員室内パーテーション工事

特別支援学級用プレールーム（前図工室）改修工事

低学年ユニット 高学年ユニット 共有スペース その他
1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

　学習指導要領
（1958～1960 改訂）
「教育課程の基準と
  しての性格の明確化」
・道徳時間新設
・系統的な学習重視
・基礎学力充実
・科学技術教育の向上

　学習指導要領
（1968～1970 改訂）
「教育内容の現代化」
・時代の進展に対応し
   た教育内容の導入

　学習指導要領
（1977～1978 改訂）
「学習内容の適正化」
・ゆとりある充実した
   学校生活の実現
・各教科等の目標・
   内容を中核的事項に
   しぼる

①
校
舎
建
設
期

④
児
童
数
減
少
期(1983

〜2008)

大阪教育大学附属
池田小学校で殺傷事件
が起こる（2001）

中教審答申
「第３の教育改革構想」
（1971）
文部省、新教育課程審
議会発足（1973）
学校施設指導要領を改
訂、学校施設指導指針
に改称（1974）
文部省、学校開放を推
進開始（1975）

ゆとりの時間の各学校
での活用を期待（1977）

教育改革国民会議
（2000～2001）

教育再生会議 (2006)

校舎の改修
マネジメントの工夫

年
教育内容・手法
　　の変遷

文部省、校則見直し指
導、学校５日制へ受け
皿づくり（1988）

学校の週休２日制始ま
る（1992）

中教審答申
教育革新のための
基本的施策
「期待される人間像」
発表（1966）
学校施設指導要領
（1967）

「今後における学校教育の総合
的な拡充整備のための基本的
施策について」（1969）

中教審中間答申

  371

  504

  680

  977

   

新耐震基準の実施
（1981）
文部省、大規模改修補
助開始（1982）
公立小中学校、多目的
スペース補助開始
（1984）

教室から外に出れた。生活科
が始まった時期で活用する。
T17(1997～02）

１、２年生が低学年の玄関を
使う。T2(1968～75)
参観日の時に親がWSから見
る。T2(1968～75)
授業中でも、プレールームに
出て絵を書いて良いと指導す
る。T2(1968～75)

段差をグループごとに相談し
たりするのに活用出来る。
T17(1997～02）

避難訓練は各教室の玄関から
出る。T17(1997～02)
低学年教室からすぐ出たとこ
ろには花壇があるので、生活
科の勉強でミニトマトを植え
たり、ジャガイモを育てた。
T17(1997～02)

低学年教室の奥は独立した教
室だが、手前の教室はオープ
ンである。
基本的には座学だったが、ち
ょっとした広がりがあること
で授業中に動くということが
生まれる。夏は、頻繁ではな
かったが、たたきを活用した
先生もいた。靴の履き替えを
して外に出る。
T8(1980～86)

教室に靴箱が出来、自由に外
に出入りできたが、
池田小学校事件をきっかけに
、外の出入りを制限する。
T15(1995～98)

低学年棟の１、２年生の配置
は右に１年生を固めると、中
庭の芝生で遊ばせる事が
出来る。
T4(1974～80)

３年生が低学年棟を使うこと
になったのは、下が保健室で
あり、出来れば空き教室にし
たいとの話が出たため。
T9(1980～85)

低学年教室の踊り場（WS）
は給食の配膳などに使う。通
る時は、静かに歩くので気に
ならない。戸を閉める先生は
いない。WSをステージ等に
使う。T4(1974～80)

１年生だけが低学年の玄関を
使っていた。T15(1995～98)

プレールームを低学年の授業
で使う。T17(1997～02）

学級にトイレも水飲み場もあ
るので、一度いくと職員室に
帰る必要がない。

図工の時間も簡単に水汲みに
行ける。
T4(1974～80)

学年単位の活動はプレールー
ムで行なう。
T3(1974～79)

教室からすぐ外に出れた。芝
になっていたので外靴を持っ
てきて、靴を履き替えてでる。
T6(1978～82)

教室に水飲み場が付いていて
使い勝手が良かった。教室の
中で完結出来る。教室にいれ
ば一日中どこかに行く必要が
ない。T15(1995～98)

学芸発表会の練習の時に
第一場面の子は一組、
第二場面の子は二組など分
けられて良かった。
危ないのでバルコニーには
入れないようにする。
T17(1997～02)

特別教室を一つの棟に固め
たのは、児童数の減少がき
っかけである。
T7(1979～83)

１学年４クラス体制だと、
２棟に別れてしまい、回る
のに時間がかかる。
T3(1974～79)

外のベランダを自由に行き
来し、休み時間によく遊ん
でいる。特別支援学級を今
の場所に置くきっかけは、
玄関から遠くても 1階の教
室ならば避難しやすい。
T5(1976～80)

新しく出来た家庭科教室は、
狭く大変だった。
T18(2000～02)

１学年４クラスの時は、高
学年教室は２クラスは行き
来出来たが、もうひとつ
の棟は一回おりて行かなけ
ればならない。クラスでは
まとまりがあるが、それぞ
れ棟で独立してしまう。
T8(1980～86)

1984～86 に玄関上の教室
(３、４年生 ) のベランダが
取り払われた。
T4(1974～80)

外にベランダがあったため
、隣の先生が不在で自習を
させていても、窓越しに見
ることが出来たので、把握
することが出来る。
T11(1988～93)

5,6 年生の学級の下に特別
支援学級があったのは、日
常的に交流が生まれやすく
て良かった。
T11(1988～93)
高学年教室は、一日教室に
いればどこにも行かなくて
も用が済んでしまうから、
良くない。T12(1992～96)
独立しているので、学級内
で行なわれていることをみ
るチャンスがなくなる。
T15(1995～98)

池田小学校の事件があって
から、生徒が自由に外に出
ることにある程度規制をか
けることになった。指導し
ないと生徒は上靴でどこま
ででも出て行っていた。
T16(1995～04)

新しく出来た家庭科室の広
さが普通教室と同じなのは
。狭くて都合良くない。
T17(1997～02)

大教室は視聴覚室としては使
わず、プレールームのように
使用する。T2(1968～75)
プレールームは学芸発表会の
練習等に便利である。
T2(1968～75）

廊下がほとんどなくて、廊下
を走るなと指導しなくてよい。
T2(1968～75)

３年生以上の朝会で体育館を
使用している。休み時間は狭
くてびっしりだった。
プレールームは授業ではほと
んど使わない。休み時間に良
く使う。低学年の朝会に使う。
学年単位の活動によく使う。
1，２年生の運動場だった。
段差を使ってステージにし、
学習発表会の練習に使う。
T1(1966～69)

大教室、プレールームは、図
工や音楽の授業に使用した。
1，２年生と高学年の縦割り
学習に使用した。
T5(1976～80)

大教室では、展覧会、写生の
絵を飾った。
T3(1974～79)

高学年をプレールームに連れ
て行って縦割り交流を行う。
低学年棟にお世話に行かせた。
大教室で学習映画を映したり
みんなが集まるホールのよう
に使う。T5(1976～80)

プレールームで低学年の交流
が出来たり、クラブ活動で使
う。T6(1978～82)

体育館や大教室は、学年によ
って遊ぶ日が決まっていたの
で、交流はあまりない。
雨の日の体育は、混雑してい
て体育館と大教室を使い分け
ていた。器械体操は大教室で
十分。T10(1981～82)

大教室は、図工の作業に使っ
ていた。プレールームは休み
時間に生徒があまり遊んでい
ない。学習活動で積極的に使
う。T11(1988～93)

教材園が出たところにあるの
で、３年生が理科の授業で使
うのに良かった。１,２年生は
授業中に観察してすぐ戻れる
ので良かった。
T16(1995～04)

プレールームは低学年も狭く
て休み時間には使わない。音
楽の授業や学年集会に使う。
雨の日は低学年の遊び場と決
まっていた。T10(1981～82)

授業の総合的な学習の時間に
教室では出来ない、4、5、6
年生の調べ学習の発表会等に
大教室を使った。このような
授業は体育館でも出来るが、
体育の授業があるとなかなか
使えない。T17(1997～02)

大教室では、体育館ではない
活動をしている。縄跳びとか
スクリーンもある。
プレールームで跳び箱をした
ことがある。体育をする場所
は３ヶ所あった。
T16(1995～04)

屋根の雪降ろし
にお金がかかる。
学級数が減って
校長室が二階に
上がった。
T8(1980～86）

保健室は全然場
所が変わってい
ない。
上のクラスの音
がうるさかった
のは、児童数の
減少時に空き教
室にしたきっか
けだった。
T9(1980～85）

特別支援学級の
上に 5、6年生
を置いたことは
正解であった。
交流が生まれや
すかった。
T4(1974～80)

図書館の低くな
っている部分に
じゅうたんを敷
いた。昔は先生
方の本を置く場
所であった。
T4(1974～80)

土曜日はノーカ
バンデー。
ゆとり教育の走
りで、空き地で
じゃがいもを作
ったりしていた。
土曜日課などで、
低学年と高学年
が交流する時間
を作っていた。
T7(1979～83)

特別支援学級と
上の階の学年は
交流が生まれや
すかったが、逆
に交流が限られ
たので、いろん
なとこに出掛け
ていくようにな
った。
T14(1994～02)

低学年棟と大教
室の接合部分で
すが漏りが起こ
る。
T3(1974～79)

計画コンセ
プトに一致
不一致

B

B
B

A
A
A
A

B
B

A
A
A
A
A
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

  965

  943

  953

  976

1,019

  735

  804

  885

  896

  886

  934

  951

  920

  946

  979

  504

  483

  483

  451

  444

  435

  461

  470

  462

  490

  447

  402

  350

  322

  317

  285

  272

  264

  285

  295

  290

  284

  288

  290

  267

  242

1,328
1,733
1,362

1,452
1,650 A

B前

前

後

後

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

低学年はプレールームで遊ん
でいる。３年生は様子を見て
遊ぶように指導している。
T16(1995～04)

②
児
童
数
急
増
期(1965

〜1972)

③
児
童
数
安
定
期(1973

〜1982)

低学年教室から外に出る時は
上靴のままが多い。
T2(1968～75)

　学習指導要領
（1989 改訂）
「社会の変化に自ら対
  応できる心豊かな人
  間の育成」
・生活科の新設
・道徳教育の充実等

体育館の柱の外側と大教室の
床が Pタイルだったのをフロ
ーリングに変えて使える部分
を増やすようにする。
T11(1988～93)

　学習指導要領
（1998～1999 改訂）
「基礎・基本を確実に
  身につけさせ、自ら
  学び考える力を育成」
・教育内容の厳選
・「総合的な学習の時
     間」の創設

体育の授業を体育館でボール
の授業していても隣の大教室
で違う学年が縄跳び運動の授
業が出来た。分けて出来るの
は良かった。T17(1997～02)

児
童
数

変遷Ⅰ

変遷Ⅱ

変遷Ⅲ

変遷Ⅳ

図工室・図工準備室転用し、特別支援教室開級

多目的トイレ増設使用開始

特別支援学級シャワー室新設工事
温室改修工事

教室（1-1）床改修工事

大教室水飲み場設置工事

洋式トイレ設置工事

A
A

A

A
A
A
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（2009年 3月31日原稿受理，2009年 7月22日採用決定）


